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最近、この分野の研究は、重要性が指摘されているが、それにも拘わらず、特に郡代、代官については、幕府領と同じ
く研究が立ち遅れているといわれている。その理由としては、まず第一に幕府代官所史料がまとまった形で存在しないこ
とである。つまり、固有の代官史料が少ないため、幕府勘定所の財政史料、また、幕府領の地方文書の一部によって補充
し、郡代・代官の実態や地方行政の全貌を明らかにしていかねばならないからである。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
幕
府
文
書
の
う
ち
、
最
も
多
様
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
が
代
官
史
料
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
郡
代
・
代
官が幕府権力の末端に位置して地方行政を担当し、管轄下の農民との接点に位置していたためであり、幕府法令の有効性
を確認するには、幕府史料と地方史料の両面から考察しなければならないからである。そのため固有の代官所作成文書に
ついての古文書学的体系と分類は、きわめて難しい面をもっている。ここでは、研究を促進させていくため、現段階にお
江戸幕府の政治の展開において、特に注目すべき分野に地方行政がある。幕府領四百数十万石を統一支配し、政治・財
政基盤として掌握していくことは、きわめて重要である。その地方行政を主として担当したのは、京都所司代を筆頭とし
た老中支配下の遠国奉行と勘定奉行支配下の郡代・代官である。前者は直轄の要地や都市を支配し、後者は農・山・漁村
の幕府領を管轄していた。
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め
に
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戸
幕
府
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官
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格
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江戸幕府が統一権力として、二六五年にわたって政権を維持することができたのは、一つには幕府直轄体制の拡充と周
到な地方行政が行われたからといってよい。徳川政権は天正一八年（一五九○）の関東入国当初から、財政・農政に手腕
のある地方巧者、つまり役方の家臣を重要な位置に配しているが、その代表的なものは、関東。東海筋における代官頭で
あ
り
、
ま
た
注
目
す
べ
き
は
畿
内
・
近
国
空
豪
商
代
官
で
あ
る
。
代官頭とは有力な大代官の呼称であり、古文書による直接の用語ではなく、歴史的性格に基づく造成語である。一般に
一一一河譜代の伊奈忠次（伽前守）、武川旧臣の大久保長安（石見守）、今川旧臣の彦坂元正、長谷川長綱らの地方巧者をい
う
。
彼
ら
は
関
東
入
国
以
前
か
ら
、
す
で
に
検
地
や
給
人
知
行
を
担
当
し
た
が
、
入
国
以
後
は
徳
川
家
康
の
側
近
グ
ル
ー
プ
の
一
翼
を
形
成
し、幕政に参画しながら直接、配下の代官・手代や下代を指揮し初期地方行政を実施した。特に在村の陣屋を中心に、各
自が個別支配を行うと共に、他方では、代官頭・関東総奉行などによる連署形式の発給文書によって、関東全域の支配に
当っていたのである。代官頭は独自の仕法による検地・灌慨・治水などの経済基盤の拡充、交通政策の確立、鉱山開発、
都市（町）の建設など、幕府財政の基礎固めに多くの事績を残したが、慶長年間には消滅し、その広大な支配地は配下の
代
官
・
手
代
に
よ
っ
て
分
轄
支
配
さ
れ
て
い
っ
た
。
豪
商
代
官
に
は
豊
臣
政
権
以
来
の
朱
印
船
貿
易
家
と
し
て
知
ら
れ
た
茶
屋
清
延
（
四
郎
次
郎
）
・
角
倉
了
以
・
末
吉
利
方
（
勘
兵
衛
）
・
平
野政貞（藤次郎）らが任ぜられているが、彼らは年貢米の換金など経済政策に重要な役割を果たしたのである。
江
戸
幕
府
の
代
官
制
度
の
先
縦
は
、
一
応
、
戦
国
時
代
や
織
豊
政
権
下
に
お
け
る
代
官
の
存
在
形
態
や
機
能
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
近
世
の
代
官
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
代
官
頭
が
消
滅
し
た
の
ち
、
元
和
期
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
幕
府
の
職
制
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
官
頭
は
そ
の
存
在
が
江
戸
幕
府
に
と
っ
て
怪
桔
化
し
て
く
る
と
、
伊
奈
氏
の
系
譜
が
関
東
郡
代
を
世
襲
し
た
以
外
は
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
頃
ま
で
に
病
死
や
失
脚
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
ける代官関係史料の実態とその性格について明らかにしていきたいと思う。
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るが、他方では、畿内・近国の豪商代官も海外貿易が制限されてくると、次第に吏僚化の方向を強めていったのである。
江戸幕府の直轄領の管轄は、のちに老中支配に移った関東郡代を除くと、一般には勘定頭（Ⅱ勘定奉行）ｌ郡代・代官
の支配系統によって行われた。特に幕府領の行政は、寛永一五年（一六三八）’二月、勘定所の職掌が上方と関東方に二
分されると、代官も上方代官と関東方代官の呼称によって管轄されたが、同一九年（一六四二）勘定頭が正式に制度化す
る
と
、
関
東
郡
代
や
代
官
の
職
掌
も
明
確
と
な
り
、
地
方
行
政
は
勘
定
頭
の
も
と
に
郡
代
・
代
官
は
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
領
は
、
寛
永
期
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
、
全
国
的
な
幕
府
領
の
分
布
が
承
ら
れ
た
が
、
そ
の
間
に
関
東
の
陣
屋
支
配
の
廃
止
と
代
官
の
江戸定府にともない、各地の幕府領には代官所が設けられ、幕政の浸透がはかられたのである。この段階で地域によって
は、｜村を複数の代官によって支配する相代官制がとられているのである。
初期代官は、延宝元年（一六七三）の「武鑑』によると、廷七一名（代官六九名、兼任代官二人）の代官名が記載され
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
、
八
○
名
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
及
び
、
三
河
譜
代
の
他
、
武
田
・
今
川
・
北
条
の
旧
臣
を
中
心
に
地
方
巧
者
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
官
は
、
関
東
入
国
後
、
慶
長
年
間
に
お
い
て
は
、
代
官
頭
の
配
下
に
お
い
て
陣
屋
支
配
に
よ
りながら地域の開発や検地、年貢の収納に当っていた。やがて正保元年（一六四四）の幕府法令によると地払いや手作り
が
禁
止
さ
れ
、
年
貢
の
収
納
を
確
実
化
し
て
い
く
た
め
、
農
業
経
営
の
維
持
を
は
か
る
こ
と
が
主
要
任
務
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
は
、
二
代
将
軍
家
光
の
寛
永
末
年
か
ら
慶
安
期
に
か
け
て
一
連
の
農
政
を
推
進
し
て
い
く
が
、
さ
ら
に
寛
文
・
延
宝
期
を
画
期
と
し、天和期から享保期には代官の性格の転換を積極的にはかっている。つまり、当時、顕著になってきた年貢額の減少
は、在地性の強い給人代官が世襲していることが、その主たる原因であるとして、代官に対する勤務評定を強めながら、
し
だ
い
に
純
粋
な
地
方
徴
税
官
へ
の
移
行
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
関
東
で
は
代
官
の
江
戸
定
府
を
促
進
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
幕
府
領
支
配
の
集
権
化
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
五代将軍綱吉は、将軍就任とともに幕府領行政の刷新をはかっている。延宝八年（一六八○）閏八月、代官心得として
（１）
七ケ条の法令を出している。そのなかで、第一条では「民は国之本也、御代官之面々常に民之辛苦を能察し、飢寒等之愁
無し之様一一可し被二申付一事」、また、第三条では「民は上之遠きゆへに疑有ものなり、此故に上よりも又下を疑事多し、上
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幕府領は、関ヶ原の戦、大坂の陣を経て拡大されたが、元禄元年（一六八八）には四○○万五六二一一一石、正徳三年（一
七一一一一）の代官数は六三名となっている。享保一五年（一七一一一○）には四四八万一○五六石となり、大名預所・遠国奉行
を除くと、郡代・代官支配地は、その八○・四％に当たる三六○万一一一一一八○石となっている。この時期の郡代・代官数は
四三名となっている。つまり幕府領は全国六八か国の六九％に当る四七か国に拡大分布されていったのに反し、代官（郡
（３）
代）数は減少していくのである。こうした幕府領の全国分散性は、その支配のために官僚的な組織の形成を必然化させ、
精繊な行政・財務機構を一発達させていくことになったのである。
江戸幕府の政治組織において、財務・農政を担当する役所は勘定所である。江戸城内の殿中勘定所と大手門内の下勘定
前の二か所があり、勘定奉行の下に各勘定組頭、勘定、支配勘定などがいた。元禄から享保年間にかげて、この勘定所系
統
か
ら
の
代
官
へ
の
登
用
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
が
、
と
く
に
支
配
勘
定
↓
勘
定
（
組
頭
）
↓
代
官
と
い
う
昇
進
ル
ー
ト
は
明
確
に
な
っ
て
い
く。代官が勘定方より昇進してくるケースは、元禄期になると急増して四○名、宝永期が一六名、正徳期が二○名、さら
に享保期が四三名と増加の傾向が顕著となっている。さらに代官の後役にも享保期には、勘定所に一四名が就任している
（４）
こ
と
か
ら
、
勘
定
所
の
役
人
と
代
官
が
密
接
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
幕
府
領
の
行
政
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
と
承
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
○
下疑なきやうに万事念入可レ被二申付一事」とあり、年貢収納、治安維持のほか、代官の立場や果たすべき役割と任務が明
確になり、さらに農政専管の老中を設定して、勘定奉行から代官にいたる地方支配系統が整備されたのである。
幕府は八代将軍吉宗の幕政改革の一環として、享保一○年（一七二五）一○月、それまでの郡代・代官の諸入用が口
米・口永の付加税によって賄われていたのを廃止し、各代官所の諸経費を支配高や地域に応じて直接支給する方法に改正
（２）
している。これは郡代・代官の不正を防止し、年一貝の増徴をねらいとしたものであるが、その基本的な目的は、郡代・代
官の年貢請負人的性格を改め、封建官僚的な徴税農政官に編成替えすることによって、幕府の集権的な地方支配機構を確
立することであった。
しかし、この享保期には、町奉行大岡越前守忠相支配の代官七名のうち、田中休愚（丘隅）、蓑正高、田中喜乗、上坂
法
政
史
学
第
三
十
八
号
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なお、代官史料について、大野瑞男氏は「寛永末期の地方支配制度の確立に伴い、数年たらずで交代する吏僚的代官が
（５）
多くなると、代官文聿皀の引継ぎも少なく、維新変革によって決定的に煙滅した」と指摘されている。
江
戸
幕
府
の
代
官
の
研
究
の
た
め
基
本
史
料
を
ど
の
よ
う
に
分
類
し
て
整
理
す
る
か
は
、
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
と
ま
つ
江戸幕府の代官史料は、勘定所史料と同じく、幕府滅亡時と大正一二年の関東大震災において、大半が散逸、焼失して
いる。したがって、全国的視野からの代官の地方行政を考察していくことはきわめて困難である。
幕
府
の
代
官
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
幕
政
文
書
の
う
ち
で
は
勘
定
所
関
係
の
史
料
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
幕
じ
か
た
府の勘定所と代官史料はまさに不可分の関係にあったからである。その他旧幕府領の地方文書のなかには、代官及びその
民政を知る史料もかなり承うけられるから、調査の必要がある。なお、旧藩関係の史料の場合も、藩主（大名）が幕閣の
中枢にあったりした場合、幕政関係の史料が所蔵されていることもある。また旧旗本関係の場合でも、勘定所関係の役職
な
ど
に
就
任
し
て
い
る
と
き
は
同
様
の
可
能
性
も
あ
る
。
代官史料については、筆者はすでに荒居英次編『日本近世史研究入門』所収の「幕府直轄領の拡大と代官」および村上
直『江戸幕府の代官」所収の「江戸幕府直轄領と代官の研究動向」、また、児玉幸多共編『古文書調査〈ンドブック」所収
の
「
幕
領
は
ど
の
よ
う
に
調
べ
た
ら
よ
い
か
」
・
「
幕
府
の
地
方
官
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
」
に
お
い
て
具
体
的
な
調
査
の
方
法
な
ど
の
一
幕
領
は
ど
の
」
を記しておいた。
政形、川崎定孝などのように特異な出目や経歴をもち、勘定所系統の封建官僚的代官とは異なった代官グループが形成さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
江
戸
後
期
の
代
官
就
任
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
職
制
は
寛
永
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
、
封
建
官
僚
的
組
織
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
代
官
（
郡
代
）
の
性
格
も
しだいに定着していったといってよい。したがって、近世後期における代官の地方行政は、組織や性格および機能を部分
的
に
修
正
し
な
が
ら
進
行
し
た
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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江
戸
幕
府
の
代
官
史
料
五
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た代官史料が現存していない現状においては、幕政・勘定所、さらに地方文書によって総合的に考察していくことが必要
である。そこで、筆者は、一応、次のような角度から史料の分類・整理を提案してゑたい。
円幕政関係史料の各段階別、項目別の分類・整理
江戸幕府郡代・代官に関する研究は、全国的視野からふた場合、必ずしも充分な研究成果があげられているとはいえな
い
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府
の
政
治
の
中
心
は
、
全
国
に
分
布
し
て
い
た
幕
府
領
（
天
領
）
の
地
方
行
政
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
担
当
し
た
遠
国
奉
行
や
、
代
官
（
郡
代
）
の
地
方
官
の
施
政
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
近世における武家法は、幕府法と藩法に大別されているが、幕府法は徳川家の三河分国法に中心に、征服地、封与地の
法
制
を
も
吸
収
し
て
成
長
し
た
も
の
で
、
信
玄
家
法
や
今
川
仮
名
Ｈ
録
等
の
影
響
の
他
、
全
国
的
に
は
蝋
臣
秀
吉
の
法
令
を
継
承
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
幕
府
の
代
官
関
係
の
法
令
も
、
こ
う
し
た
経
緯
を
背
景
と
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
ゑ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
ｎ
幕
政
関
係
の
史
料
幕府の行政・司法の法令については『徳川禁令老」『御触書集成」『日本財政経済史料」『徳川理財会要」『近世法制史料
叢
書
』
「
条
令
拾
遺
」
「
教
令
類
纂
」
な
ど
あ
る
が
、
児
玉
幸
多
編
『
近
世
農
政
史
料
集
ｌ
江
戸
幕
府
法
令
ｌ
』
上
・
下
（
吉
川
弘
文
館
）
ｎ幕政関係史料の各段階別、
ロ地域別に史料の分類・整理
的奥羽、北陸、関東、東海、畿内、中国、西国の分類・整理
回代官所別の史料の分類・整理
白郡代・代官（個人）別の史料の分類・整理
四
郡
代
・
代
官
の
著
書
、
編
書
、
記
録
類
の
整
理
⑤
代
官
の
遺
跡
・
遺
物
関
係
の
分
類
・
整
理
法
政
史
学
第
三
十
八
号
三
幕
政
史
料
と
地
域
別
史
料
六
Hosei University Repository
されて
い
る
。
三
項
目
で
極
め
て
少
な
い
。
し
か
，
う
え
に
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
は重要法令が将軍別・年代順に収載されており、幕府法令の推移を知るにはきわめて便利である。また、代官自らが、幕
府領の民政上必要があるため法令集を編集した、荒井清兵衛顕道編『牧民金鑑』上・下（刀江書院）と青山九八郎秀堅編
『公裁録』（地人書館）も貴重である。
「牧民金鑑』は全体が二一一項目から成っているが、その収録されている内容を整理・分類すると次のようになる。
①
代
官
業
務
②
代
官
所
③
村
政
④
年
貢
⑤
普
請
⑥
廻
米
・
蔵
納
⑦
土
地
③
林
政
⑨
凶
荒
・
窮
民
⑩
農
政
⑪
宗
教
⑫
商
業
・
工
業
・
流
通
⑬
度
量
衡
⑭
書
籍
⑮
鉱
産
⑯
特
産
物
⑰
鷹
場
⑬
交
通
⑲
貿
易
・
警
備
⑳
刑
罰
④
訴
訟
⑳
『
公
裁
録
」
は
、
別
に
「
地
方
公
裁
録
」
『
公
裁
筆
記
」
と
も
い
い
、
化
政
期
を
中
心
に
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
ま
で
に
幕
府
が
代
官
に
あ
てた触書、先例を収録したものであり、地方行政に関係している代官に与えられた触書・申渡・回答書が多くを占めてい
る。全体として五項目と付録に分けられているが、目次をそのまま列挙して承ると次の通りである。
①
訴
状
糺
方
②
吟
味
物
取
捌
方
等
③
御
年
貢
・
諸
役
等
取
立
方
④
取
計
方
⑤
寺
社
⑥
吟
味
之
節
、
身
分
二
寄
、
座
席
等
⑦
質
地
・
小
作
等
③
在
方
取
締
筋
⑨
御
仕
置
看
取
計
等
⑩
心
得
方
⑪
公
事
出
入
・
盗
賊
入
牢
中
又
〈
御
仕
置
諸
入
用
・
隠
密
御
用
風
聞
糺、或者楠もの囚人江戸江差出候節、御入用立方⑫御関所⑬五街道触書其外、取締方等⑭街道筋――て、御朱印其
外
二
行
逢
候
節
、
心
得
方
⑮
高
札
等
⑯
御
代
官
諸
入
用
請
取
方
等
⑰
江
戸
近
在
百
姓
地
抱
屋
敷
・
町
並
屋
敷
囲
家
作
井
譲
渡
等
⑬
御
蘆
湯
井
鉄
炮
⑲
〔
付
録
〕
盗
物
取
扱
其
外
心
得
⑳
御
年
貢
米
金
・
小
物
成
納
方
井
皆
済
期
月
其
品
品
々
御
書
付
、
御
料
所
村
々
御
林
⑫
諸
国
御
廻
米
一
件
井
買
納
等
⑬
難
破
船
これによると『牧民金鑑」に比べ、より具体的である。なお、この両書はともに勝手方と公事方についての法令が収録
この法令の具体的内容は、御代官・村役人・公事方心得の他、統制・制限に関するものが大部分であり、公事方は僅か
狽
目
で
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
γ
こ
れ
ら
が
代
官
の
直
接
執
務
す
る
内
容
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
官
所
の
機
能
を
知
る
江戸幕府代官史料の性格（村上）
①
代
官
業
務
②
代
官
所
⑫
商
業
・
工
業
・
流
通
⑬
貸
借
⑳
堂
上
⑭
そ
の
他
七
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代官の農政のための必携に地方書がある。地方書は『日本経済叢書』『日本経済大典」に収録されているが、『地方凡例
録』『田園類説』『増補田園類説』『県令須知」『地方落穂集』『聞伝濃書』『地方新書』『地方国本録』『地方古法録』『地方
一様記』『地方根元記」『田園地方紀原』、また、他に辻六郎左衛門著「地方要集録』や『地方大概集』『算方地方大成』な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
勝
手
方
の
内
容
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
代
官
に
関
す
る
記
載
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、
他
に代官の上申請願に関する文例や慣習を収録したものに「地方弁要」がある。
代官関係の史料については、「代官勤役記」（記録）、「代官勤要集」（法制）、「代官勤用留」（記録）、「代官古帳抜華」（記
録）、「代官雑抄」（法制）、「代官所御預所誌窺下控留」（法制）、「代官所掌中雑記」、「代官勤方記録」（法制）、「代官手役（６）
梯代初心階集」（法制）、「代官留書」（法制）、「代官触留」（法制）、「代官役付」（法制）、「代官例要」（法制）などがある。
また、歴史用語には「代官」の他、「代官貸付金」「代官頭」「代官沙汰」「代官所」「代官役所」「代官役」「代官職」「代官
諸入用」「代官弁納」「代官見立新田」「代官割」（『日本国語大辞典』参照）や「代官引継文書」などがある。
代官の地方行政につぎ、その実態を明らかにしようとしたものに安藤博『徳川幕府県治要略」（大正四年刊）がある。こ
の書は「地方落穂集」「田園類説」「地方凡例録」「柳本枝」「県令集覧」「吹塵録」「公裁録」などの請書を引用し編集した
も
の
で
、
例
言
に
は
「
本
書
は
徳
川
幕
府
県
治
の
一
斑
を
記
せ
る
も
の
な
り
、
即
ち
地
方
吏
務
の
実
況
よ
り
徴
租
以
下
一
切
の
目
を
分
ち
、
凡
て
三
十
余
種
と
す
、
皆
民
政
の
大
要
な
り
」
、
さ
ら
に
「
幕
府
牧
民
官
の
権
限
、
往
時
に
在
り
て
は
其
文
書
傭
は
ら
ず
、
今
日
よ
り
之
を
看
れ
ば転た明断ならざるものあり、寛永・元禄の問、猫且然りとす、故に本書は大約享保以降に就き之を統述するものとす」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
江
戸
幕
府
の
地
方
行
政
は
、
史
料
の
関
係
で
享
保
期
以
降
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
な
お
幕
末
の
代
官
及
び
属
僚
の
手
付
・
手
代
に
つ
い
て
は
『
旧
事
諮
問
録
』
の
「
八
州
取
締
・
代
官
手
代
の
話
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
幕
臣
宮
内
公
美
が
、
代
官
手
代
、
関
八
州
取
締
の
経
験
を
通
じ
て
、
質
問
に
答
え
た
も
の
で
、
内
容
も
具
体
的
で
参
考
に
な
る
。
な
お
「
徳
川
幕
府
県
治
要
略
』
は
、
確
か
に
幕
府
の
地
方
行
政
の
基
本
文
献
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
現
在
で
は
研
究
水
準
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
新
た
な
『
江
戸
幕
府
県
治
要
略
』
の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。
江
戸
幕
府
の
代
官
研
究
は
、
ま
ず
幕
府
薑
政
治
の
推
移
に
と
も
な
う
史
料
の
段
階
別
、
項
目
別
の
分
類
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
関
東
入
国
後
の
法
政
史
学
第
三
十
八
号
八
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口地域別の史料の分類・整理
｛
郡
代
・
代
官
（
以
下
代
官
と
記
す
）
の
研
究
は
、
幕
府
領
（
天
領
）
の
研
究
と
不
可
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
広
域
の
特
性
を
把
握
し
、
代
官
行政の特色を知るためには、まず、最近刊行された県史や市・町史の類を注目すべきである。地方公共団体による地誌編
さ
ん
事
業
は
、
悉
皆
調
査
に
よ
り
多
く
の
研
究
者
の
共
同
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
、
史
料
の
発
見
や
周
到
な
分
類
・
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特に旧幕府領が分布している県史は、各地の幕府領の地域性を考察するのに資料編・通史編ともに不可欠の基本史料と
糸なすことができる。この点、管見によると、奥羽地域では、『山形県史』・『福島県史』が注目されてよい。なお「福島県
史』は資料編四冊のうちに小名浜領、塙微、川俣甑、南山御蔵入領には「幕政」の項に代官・布令・幕政の小項目が立て
ら
れ
て
い
る
。
他
に
福
島
藩
の
幕
領
時
代
に
は
、
福
島
・
桑
折
・
岡
・
大
森
が
あ
り
、
梁
川
藩
に
も
代
官
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ように藩領・分領・幕領が錯綜している地域は、個別の幕府の史料の糸では地域的特性を明らかにすることはできないの
で
、
全
貌
を
知
る
た
め
県
史
に
よ
る
代
官
支
配
の
考
察
は
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。
代
官
頭
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
史
料
は
、
現
在
、
単
独
・
連
署
及
び
関
連
文
書
を
含
め
一
七
○
○
点
余
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
和
泉
清
司
氏
『
伊
奈
忠
次
文
書
集
成
』
は
六
二
点
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
五
一
点
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
点
数
は
六
六
二
点
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
伊
奈
忠
次
文
書
は
、
寺
社
領
、
知
行
、
郷
中
定
書
、
伝
馬
、
開
発
、
年
貢
、
そ
の
他
一
般
文
書
に
分
類
さ
れ
て
いる。検地は五か国時代を経て関東入国後は、伊豆・武蔵・相模・常陸・上野・下総・遠江・尾張に及んでおり、忠次配
下
の
代
官
に
は
、
家
臣
と
幕
府
直
臣
の
手
代
代
官
の
二
系
統
の
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
大
久
保
長
安
、
彦
坂
元
正
文
書の分類・整理によって初期幕政の代官頭の果たした役割も明確にされていくと思われる。
（７）
初期豪商代官については、末圭口家文書などあるが、敦賀の田中清一ハなどと共に、その性格を明らかにしていくことが今
後の課題である。
江戸幕府代官史料の性格（村上）
九
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関
東
は
全
域
で
県
史
が
編
さ
ん
完
結
ま
た
は
進
行
し
て
お
り
、
代
官
支
配
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
編
さ
ん
事
業
が
す
で
に
完
結
し
て
い
る
神
奈
川
県
と
栃
木
県
に
よ
っ
て
、
南
・
北
関
東
の
地
域
的
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
の
う
ち
近
世
の
幕
領
は
二
冊
か
ら
な
り
、
近
世
前
期
の
幕
領
支
配
、
（
各
郡
の
）
貢
租
と
農
民
生
活
、
近
世
後
期
の
幕
領
と
代
官
、
政
治
の
推
移
、
幕
領
の
村
と
町
の
五
部
か
ら
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
は
近
世
三
が
、
芳
賀
郡
（
幕
領
地
域
）
真
岡
代
官
支
配
所
を
中
心
に
、
領
知
と
支
配
、
年
貢
と
諸
役
、
村
落
と
百
姓
身
分
、
入
会
と
用
水
、
交
通
と
運
輸
、
産
業
と
経
営
、
荒
廃
と
仕
法
、
村
方
騒
動
、
社
会
と
文
化
の
九
章
か
ら
な
り
、
ま
た
近
世
・
六
は
日
光
領
を
中
心
に
日
光
・
足
尾
地
域
の
史
料
が
六
章
に
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
関
東
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
埼
玉
県
の
『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
は
「
近
世
８
領
主
」
の
第
一
部
総
論
、
第
二
部
各
論
の
第
一
章
代
官
の
な
か
に
関
係
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
群
馬
県
史
」
は
、
近
世
の
資
料
編
全
八
冊
が
西
毛
・
北
毛
。
中
毛
・
東
毛
の
四
地
域
に
編
成
さ
れ
て
い
る
が
、
各
巻
に
は
第
一
章
領
主
、
第
一
節
の
幕
府
領
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
関
東
の
各
県
史
は
、
県
域
の
旧
幕
府
領
の
分
布
の
状
態
に
よ
っ
て
代
官
お
よ
び
幕
領
関
係
の
史
料
の
収
録
が
異
な
る
が
、
関
東
全
域
の
地
域
的
特
性
を
知
る
う
え
で
は
必
読
の
基
本
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
他に幕府領の史料を収録した貴重な県史には『岐阜県史』史料編があげられる。「近世二」の支配関係史料の第二部領主
の項には、「幕額代官」、第三部支配行政には法制・施政に「直領」の代官史料が収録されている。県域には美濃郡代（笠
松）・飛騨郡代（高山）役所が設置されていたことから、直接、郡代・代官史料である注目すべき文書が収載されている。
代官史料は、旧幕府領が分布した地域に承られるが、その点から越後、信濃、駿河、遠江、一一一河、畿内、備前、備中、
石
見
、
豊
後
の
各
県
史
に
は
、
数
多
く
の
関
係
史
料
が
収
載
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
関
東
の
代
官
史
料
で
は
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
旧
幕
府
領
に
は
、
陣
屋
支
配
の
他
、
相
代
官
制
な
ど
の
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
代
官
頭
の
消
滅
後
、
南
閏
東
の
相
模
国
の
一
部
に
は
相
代
官
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
。
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
○
）
一
二
月
、
相
模
国
淘
綾
郡
中
里村（二宮村）や大住郡羽根村（秦野市）の年貢割付状には、中川勘助・興津甚左衛門・有谷善一一一・大谷清兵衛・坪井次右
法
政
史
学
第
三
十
八
号
四
関
東
地
方
の
代
官
史
料
一
○
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（８）
衛
門
の
五
名
の
署
名
が
承
ら
れ
る
。
こ
れ
が
相
代
官
の
は
じ
め
で
あ
る
。
相
代
官
は
大
住
郡
中
原
代
官
陣
屋
に
特
徴
的
に
承
ら
れ
る
が
、
寛
文
年間には、代官の単独支配となり相代官制は消滅した。この相代官制は、南関東の前期幕府直轄領の地域的特性を示すも
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
武
蔵
国
足
立
郡
で
は
代
官
一
一
名
の
相
給
支
配
が
「
武
蔵
田
園
簿
」
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
、
明
和
五年（一七六八）には鈴谷村（下組）、士川村新田、遊馬村では代官川田玄蕃の失脚後、蔭山外記・宮村孫左衛門・鵜飼左
十郎の三代官が年貢割付状に署名しており、明和七年以後は蔭山・宮村代官の立合になって、鈴谷・士昌村新田では安永
（９）
五年（一七七六）に及んでいる。｜村を一一名の代官により短期間支配する立〈口代官制は全国的にｊも承られることから、こ
の
相
代
官
制
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
代
官
（
郡
代
を
含
む
）
史
料
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
代
官
所
別
の
個
別
史
料
の
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
現
存
し
て
い
る
代
官
文
書
と
し
て
は
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
飛
騨
郡
代
高
山
陣
屋
文
書
と
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
が
あ
る
。
こ
の
文書の全貌は『飛騨郡代高山陣屋文書目録』（昭五八年刊）と『美濃郡代笠松陣屋提方役所文書」（郷土資料目録第２集、昭
和三八年刊）によって分かる。他に静岡県田方郡韮川町江川文庫所蔵の伊豆韮山代官江川家文書、東京大学史料編纂所所
蔵
の
田
中
家
文
書
・
同
記
録
、
長
崎
県
立
図
評
館
所
蔵
の
長
崎
代
官
史
料
が
あ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
所
蔵
の
幕
末
期
の
支
配
勘
定
長
坂
氏
記
録
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
この他、管見によると、明治大学刑事博物館所蔵の出羽国村山郡関係文書は注目され、目録も作成されている。また、
福
島
県
史
文
化
セ
ン
タ
ー
歴
史
資
料
館
で
は
、
福
島
県
下
の
幕
府
領
関
係
の
史
料
を
集
中
的
に
整
理
し
て
お
り
、
寄
託
文
書
を
中
心
に
『
歴
史
資料館収蔵資料目録」が刊行されている。この場合、地方文書について、「代官と幕政」の項目を立て、代官・法度・布
令
・
幕
政
な
ど
に
分
類
し
て
い
る
。
な
お
、
国
立
史
料
館
の
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
に
よ
る
と
、
例
え
ば
幕
府
領
の
村
で
あ
る
「
信
濃
国
硴繍棚士屋家文書目録」には、支配の項目に「代官」を立て、支配交代、陣屋、巡見・廻村、御尋答書、建白、孝子褒賞
に分けている。
江戸幕府代官史料の性格（村上）
五
代
官
所
別
の
史
料
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代官史料において見落すことができないのは、旧代官町所在地の市史及び町村史である。県史は何分にも広域であり、
地域的特性を知るには有益であるが、きめ細かい史料については市・町・村史の収集史料が重要である。次に筆者の所蔵
する地誌のうち三、四を紹介して承ることにする。
代官頭の系譜を引く関東郡代伊奈氏の赤山陣屋があった埼玉県の『川口市史』近世資料編１は、第一章支配、第二節関
東郡代伊奈氏と赤山陣屋には、伊奈家、源長寺、赤山陣屋関係の在地史料が集録されている。しかし、近世前期の文書は
きわめて少なく残存度は低い。磐城国小名浜代官所は延享四年（一七四七）三月以降、周辺の幕府領支配の中心として設
置された。『いわき市史』第九巻、近世資料の「幕領小名浜」には、代官、領域、布令、五人組、寺西代官、備金等の小
項目に関係史料が収録されている。同じく塙代官所は享保一四年（一七二九）二月以降、幕府領の中心になった。『塙町
史』第二巻資料編１の第四編近世には、代官と幕政、村と町、産業、交通、一侯・訴願、寺社に分類され、関係文書が収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
う
ち
代
官
と
幕
政
は
、
さ
ら
に
代
官
（
藩
主
）
、
法
度
・
布
令
、
幕
政
・
藩
政
、
水
戸
藩
と
境
界
争
論
、
天
狗
党の五つの小項目に分けられている。
越後国の代官所は、幕府領の広域分布により代官所も出雲崎・水原・川浦・脇野町や新井など各地に分布しているが、
こ
の
う
ち
蒲
原
郡
水
原
代
官
所
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
『
水
原
町
編
年
史
』
第
一
巻
に
よ
る
と
、
第
六
章
下越後の中枢・水原代官所他、一二章にわたり代官関係史料を編年で配列、収録している。真岡代官所は、寛政九年（一
七
九
七
）
以
後
、
下
野
国
芳
賀
郡
の
幕
府
領
の
支
配
の
中
心
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
『
真
岡
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
史
料
編
に
は
、
第
一
章
村
々の概況、第二章農村荒廃と復興仕法の第二節に代官仕法が六九点収録されている。同第四節報徳仕法、また第四章幕末
維新期の真岡地方では、代官所の崩壊過程の関係文書が収録されている。また史料に基き但馬国生野代官を編年的にまと
め
た
生
野
町
の
『
生
野
史
３
校
補
代
官
編
』
（
大
田
虎
一
箸
・
柏
村
儀
作
校
補
）
。
磐
田
市
誌
編
纂
委
員
会
の
『
中
泉
代
官
」
も
あ
る
。
以上、旧代官所の関係ある市や町で史料中心に編纂された地誌類その他をみたわけであるが、資料・史料集の編さんは
多彩であり一定していない。したがって、全国的視野から幕府領や代官関係史料を考察していこうとする場合、やばり県
史
・
市
町
村
史
の
史
料
を
検
討
し
、
再
編
成
し
て
承
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
官
関
係
史
料
を
ど
の
よ
う
に
分
類
・
整
理
し
法
政
史
学
第
三
十
八
号
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て
い
く
か
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
い
っ
て
よ
い
。
代官所中心とした個人の編著による史料集には、他に佐藤吉太郎箸『出雲崎一編年史』上・中下があり、越後国出雲崎代官
所
の
編
年
的
推
移
を
、
史
料
に
基
き
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
森
永
種
夫
編
『
長
崎
代
官
記
録
集
」
上
中
下
は
、
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
の
「御用留」「諸司附札留」「諸事留」「諸書留」「申上留」などから、長崎代官に関するものを収録したものである。なお、
中
島
穂
外
『
天
領
信
濃
坂
木
・
中
之
城
陣
屋
乃
新
研
究
』
も
貴
重
な
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
代
官
史
料
集
と
し
て
は
、
村
上
直
・
荒
川
秀
俊
編
『
江
戸
幕
府
代
官
史
料
ｌ
際
令
集
覧
ｌ
』
が
あ
る
“
こ
れ
は
天
保
一
○
年
（
’
八
三
九
）
以
降
、
幕
府
の
郡
代
・
代
官
と
役
所
別
属
僚の構成を明らかにした木版剛の「県令集覧」を翻刻したものである。また、村上直校一打『江戸幕府郡代代官史料集』
は、郡代・代官・手代の起請文の他、各地の代官所の貴重史料のうち、「勤要集」「御代官極秘」「雑当用控記」「年中行
事」「御定法書」西国筋郡代の「申送書」及び郡代・代官の経歴を記した「県令譜」を収録したものである。
全国の代官一覧や経歴を承るには、『武鑑』や「県令集覧」「県令譜」の他、幕府の勘定所史料（「御代官井御預所御物成
納払御勘定帳」等）がある。また、『寛政重修諸家譜』や『柳営補任』の他、「略譜」「干城録」が参考資料となる。
近世史料の所在構造について、鈴木寿氏は領主方史料を武家・公家・寺社史料の二分野に分け、その中軸的地位にある
武家史料を、さらに幕府史料と藩史料に二分されている。この幕府史料は、私的な家史料（将軍家・幕臣家）と公的な役
所史料に分けられるが、このうち幕庁史料（幕府役所史料）は、天領代官所・凹都町奉行所・遠国奉行所の三本建から成
っていると記されている．役書文書の通達方法は、一般に法度・達・触書などの幕府法令は、御用部屋（老中）１大目
付・日付・三奉行に向かって発せられ、さらに郡代・代官には勘定奉行より通達され、幕府領（天領）には郡代・代官か
（Ⅲ）
ら達せられることになっている。代官役所の史料は、こうした上意下達の過程のなかで、幕府領向け、勘定奉行向け伺
書、また、代官所の機能を発揮するため役所で作成されるものである。代官所史料は、伝存状況は良好でないため、きわ
めて少ない。そのため大名・旗本所蔵文書や幕府領周辺の地方文書のなかから補充していく必要がある。
代官所史料については、未だ古文書学的体系が不十分であるが現存史料には次のような文書があげられる。
御代官支配国郡村名高帳、御代官支配替申渡書、御代官様代々御名前帳、御代官姓名書、代官・手代・書役姓名帳、
江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）
一一一
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代官所記録には、役所日記・御用留（公事方・貸付方など）・被仰渡留・一件留・置証文留・廻状留・文通留、普請の仕
様
帳
・
目
論
見
帳
・
出
来
形
帳
・
割
符
帳
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
いずれにせよ、代官役所作成文書・帳簿の作成月日、また、提出先の勘定所掛、形態、料紙や書式などを検討し、代官
史
料
の
古
文
書
学
的
な
分
顛
・
整
理
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
目
郡
代
・
代
官
（
個
人
）
別
の
史
料
の
分
類
・
整
理
江
戸
幕
府
の
個
人
の
郡
代
・
代
官
別
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
た
数
で
あ
る
。
史
料
を
含
め
た
ものとして、戦前では永山卯三郎『早川代官』、茨城県内務部編「代官竹垣翁事蹟考』、重田定一「岡田寒泉伝」、石田貞
彦「民政家塩公事歴』、金沢春友『寺西代官治績集』、渡辺誠道『伊奈氏贈位欽仰録』、岸本順吉『幕府代官、正五位岸本
武
太
夫
君
事
蹟
』
、
花
士
文
太
郎
『
民
政
資
料
久
世
代
官
早
川
八
郎
左
衛
門
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
戦
後
に
は
石
川
準
吉
『
江
戸
時
代
代
官
制
帳。ま聖
が
あ
る
。 地役人申請書上、御代官替留、御支配交代付覚書、郡中定法帳、代官勤方定書、年中行事、役所日記御用留、出役入
用明細書、御用状継立帳、御料所御巡見覚書帳、御国廻御巡見人馬割帳、役所入用品々値段付、御領所取立帳、代官
法度、代官申渡書、代官所支配村々仕法心得書、等。
なお、大野端男氏は、江戸幕府の勘定所と代官所・預所との間で授受される財政史料の基本類型および相互関係を検討
（、）
されているが、代官所文書については、次のように分類されている。勘定所から代官所宛の達書、年貢等の納札・季雨取書
類。各方面の伺書付札、伺書控。代官所から勘定所に進達した地方諸帳簿（取箇帳・年貢割付・年貢石代直段書付・納払
明細帳・年貢米金皆済目録・成箇御帳・勤方帳・村鑑大概帳・高国郡村名帳・高国郡訳帳・手付手代分限高書付の控）。
勘
定
所
よ
り
下
付
の
地
方
勘
定
帳
・
御
金
蔵
勘
定
帳
本
紙
、
さ
ら
に
こ
の
元
に
な
っ
た
下
組
帳
・
仕
出
類
二
村
限
帳
・
厘
附
帳
・
差
引
帳。また村方よりの願書・請書・届書・宗門人別改帳。家数人別増減帳・鉄砲改張・酒株帳・村差出明細帳・村絵図など
法
政
史
学
第
三
十
八
号
六
郡
代
・
代
官
別
史
料
と
著
書
・
遺
物
一
四
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Ｑ
郡
代
・
代
官
の
箸
・
編
書
、
記
録
類
の
整
理
郡代・代官の著書・編壽の類は比較的多い。とくに享保期以降になると、地方巧者が新田開発や農業技術、生産力の向
上に積極的に参加することにより記録や地方書が多くなっている。また、寛政期以降には、儒者より代官への任命もあ
り
、
箸
・
編
書
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
享保期に支配勘定から短期間代官支配を行った田中休愚（丘隅）は「民間省要」『冠帯筆記』「治水要方』『治民策』休
恩の女婿である簔笠之助正高の『農家慣行』、小宮山杢之進『田園類説』『地方問答書』『正界録』。辻六郎左衛門守参『辻
度の研究』。戸羽山職編著『江川坦庵全集』本巻１．別巻３。また、竹垣直温・岸本就美代官関係の史料を再編集して一
冊にまとめた村上直『竹垣・岸本代官民政資料』がある。内容は竹垣代官の徳政の箇条書に対する請書、村方小入用倹約
仕
法
書
、
奇
特
者
及
び
窮
民
等
書
上
帳
、
貯
穀
仕
法
の
請
書
・
覚
書
・
諸
手
当
願
書
・
覚
書
他
。
岸
本
代
官
の
文
化
二
年
、
同
七
年
の
文
書
他
が収録されている。これは原史料が現存していない点で貴重な記録といってよい。なお、東北大学狩野文庫には文化一三
年から文政元年にかけての「竹垣直温日記」一一一冊がある。川崎平右衛門定孝の『高翁家録』は武蔵野新田開発を中心とし
た川崎代官の事績録であるが、原史料が見当らないことから、同じ内容の「御代官川崎平右衛門発起書」（比留間家文書）
が
貴
重
で
あ
る
。
他
に
林
伊
太
郎
（
鶴
梁
）
代
官
に
は
坂
口
筑
母
『
小
伝
林
鶴
梁
』
三
冊
が
詳
細
で
あ
る
。
手附・手代に関する史料としては、飛騨代官小出大助の手付であった館雄次郎（抑湾）の資料集である渡辺秀英「館柳
湾資料集』がある。また、江戸末期、四十余年にわたって長崎代官高木作右衛門の手代を務めた金井八郎の覚壽である、
『長崎代官手代控ｌ金井八郎備考録』は、代官所での執務上の記録である・手附・手代の日記類は必し蝋多くはない
が、手附・手代の子孫が所持している記録にみうけることができる。この点、江戸近郊の幕府領の支配に当った手代臼井
猶
平
の
日
記
抄
で
あ
る
「
在
出
日
記
」
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
郡代・代官さらに手付や手代などの属僚の日記や執務記録は、代官資料として最も重要であり、代官所の実態を知るた
めにも今後の発見を期待したい。
江戸幕府代官史料の性格（村上）
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六郎左衛門上書』（「辻氏献可録」）。早川八郎左衛門正紀『久世条教』『久世条教談話」『麦稲陰陽伝」『六教解』。安井仲平
（息軒）『救急或問』他。築山茂左衛門『刑縢須知』。長谷川庄五郎忠崇『飛州志」『飛騨雷鳥記』。寺西重次郎『子孫繁昌手
引草」、寺西直次郎『明石流玉揚火式目』、塩谷大四郎正義「奉仕要録』『孝行和讃」。岡田清助恕（寒泉）『寒泉精舎遺稿』
『寒泉文集」『幼学指要」『幼学必読」。羽倉外記用九（簡堂）には伊豆諸島巡見日記である「南汎録』『南汎録読編』『駿菖
府志』『駿府志略』『撰書』『不尽嶽志』『劇盗忠二小伝」他。一一一河口大忠『伊豆日記』『八丈島申渡類」・林伊太郎長儒（鶴
梁）『鶴梁林先生日記」『酔亭詩話』『鶴梁文紗』他。森田清行（桂園）『桂園詩稿』『航海雑誌』『亜行日記』江川太郎左
衛門英竜の『伊豆七島記」『大島山火記』『坦庵詩稿」『反射炉御取建日記」。多羅尾氏純の「沢田川久爾都能考』『多羅尾
村の年中行事』『薊萩峯色風俗』他、などがあげられる。なお、他にも郡代・代官執筆による書物が数多くあると思われ
る
。
代
官
の
思
想
を
知
る
た
め
に
も
今
後
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。
□
郡
代
・
代
官
の
遺
跡
・
遺
物
関
係
の
分
類
・
整
理
郡
代
・
代
官
の
研
究
は
、
古
文
書
・
文
献
に
よ
る
代
官
史
料
と
は
別
に
、
金
石
文
や
神
社
・
墓
地
ま
た
陣
屋
跡
な
ど
に
よ
る
代
官
資
料
も
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
生
祠
・
紀
行
碑
・
顕
彰
碑
・
仁
政
碑
の
碑
文
に
よ
っ
て
、
文
献
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
日
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
て
承
た
い
と
思
う
。
江戸幕府の代官研究は、幕府政治の展開と幕府領（天領）全体の総合的研究し一環として行われるもので、｜般的には
幕
府
の
支
配
構
造
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
幕
府
領
を
量
的
な
大
き
さ
や
多
様
性
の
承
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
幕
府
領
が
そ
の
上
に
立
っ
て
い
る
幕
府
の
政
治
機
構
と
と
も
に
国
家
的
支
配
の
基
礎
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
幕
府
領支配の実態の分析を通じて「公儀御料」としての歴史的性格を検討していこうとする試糸もなされている。そのために
も
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
代
官
史
料
の
分
類
と
整
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
地
域
別
な
個
別
研
究
を
積
糸
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
法
政
史
学
第
三
十
八
号
お
わ
り
に
’一ハ
Hosei University Repository
である。また、それには代官史料を、できるだけ刊行し、研究者の共有財産として活用されることが大切であるが、これ
らを有機的に結びつけていくため、代官の移動表の作成も急務である。代官（郡代）研究を進めていくにば、藩領に比べ
（皿）
てきわめて遅れている代官史料の古文書学的体系と、分類・整理が明確にされていくことが雷一要であると由しう。それには
各地の代官所史料のすべてが発掘によって一斉に出揃うことが何といっても必須の条件であると考える。
本論文は、昭和五十二年度の日本古文書学会大会で発表した「江戸幕府代官史料の性格」に加筆したものである。
「付記」
／■、／■、／~、／~､／~、／~、／~、／~、
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匙_ノ、_ノ、=ノ、=ノ、_ノﾐｰﾉ、-ノ、_ノ
写ａＴ､註
、_ノミーノ、_ノ
（、）大野瑞男「近世古文書学の課題」『歴史評論」三八九号。
江戸幕府代官史料の性格（村上）
大石学「大岡越前守支配代官と勘定所機構の改革」『関東近世史研究」二・
平凡社『大百科事典』８巻「代官」。
『国書総目録』第五巻による。
村
上
直
「
初
期
豪
商
代
官
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
田
中
清
六
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
近
世
の
都
市
と
在
郷
商
人
』
所
収
）
『神奈川県史』通史編２近世⑩一九九頁。『近世平塚の領主たち」一一三頁。
『与野市史」中．近世史料編、六三八頁。遠藤芳行「年貢徴収動向にふる相給支配形態について」（卒業論文）
鈴
木
寿
「
近
世
史
料
論
」
弓
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
』
妬
別
巻
２
所
収
）
大
野
瑞
男
「
幕
府
勘
定
所
勝
手
方
記
録
の
体
系
ｌ
幕
府
財
政
史
料
の
類
型
論
序
説
Ｉ
（
そ
の
一
～
｜
｜
｜
）
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
五
～
七
号
．
同
「
幕
府
領
貢
租
・
財
政
史
料
の
体
系
ｌ
大
名
預
所
財
政
史
料
の
相
互
関
係
か
ら
Ｉ
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
’
○
号
。
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
」
村上直「江一｛
史学』三四。
８巻「代官」
「御触書寛保集成」一一一二二号。
「御触書寛保集成」一一一三一一一号。
烟上直「江戸幕府直轄領の地域的分布について」「法政史学』二五。同「近世後期、幕府直轄領の地域的分布について」『法政
一
七
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